


































































































































史料名 所蔵先 年 記 分類
『西丸大奥御殿向惣絵図 六分一間之割』 東京都立中央図書館 「大棟梁甲良若狭」
「嘉永五壬子年十月」
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松之間 ［唐紙/唐紙（鏡天井）］型 「金砂子紺青若松」 「金下村砂子」
― ― ― ― ― ―
入側 ［絵/唐紙（鏡天井）］型
「張付」
「絵」
「鏡天井」
「紺青紗綾形菱」
上御鈴廊下
［唐紙/唐紙（鏡天井）］型
「金紺青菊石畳」 「紺青紗綾形」
小用場（2か所）
「紺青□桜」 「天井」 「小紋形鳥の子紙」
二畳
大用場（2か所）
上段
［唐紙/唐紙（鏡天井）］型 「張付」 「鏡天井」
「金砂子」
下段
入側
「金紺青梅竹丸」 「金紺青桧扇」化粧之間
納戸
溜（東）
椽座敷 「金紺青梅竹丸」 「金紺青桧扇」
廊下
「柿藍蝋唐草」
「浅黄地唐草」
茶所
小用場
「紺青枝菊」溜（西）
大用場（西）
大用場（東） 「羽目」 「板天井」
―
―
嘉永度Bにはない部屋（または，嘉永度Bにあって嘉永度Aにはない部屋）， 空欄:史料上に記述のないもの
5 まとめ
本稿では，嘉永度西丸御殿大奥主要御殿を研究対
象とし，次の2点について明らかにした。
まず，嘉永度西丸御殿大奥主要御殿の壁面建具
天井に用いられた障壁画と唐紙の使い分け方を明ら
かにした結果，障壁画と唐紙の使い分け方には，
［絵/絵（格天井）］型，［絵/唐紙（鏡天井）］型，［唐
紙/唐紙（鏡天井）］型の3形式がある。主要御殿内
の部屋の用途や使用者の格に合わせ，これら3形式
を組み合わせている。
次に，嘉永度西丸御殿大奥の2種類の平面を比較
した結果，生活に密接に関係する用場に変更が多く
みられること，部屋名称に相違がみられることから，
2種類の平面は，それぞれ異なる主人が用いていた
ことが考えられる。
2種類の平面を比較すると，平面の異同や部屋名
の名称に変更がみられる場合は障壁画と唐紙の使い
分け方や唐紙の種類が異なる。このことから，唐紙
の種類に，主人の好みが反映されていることを推測
することができる。
また，嘉永度西丸御殿大奥と，これまで明らかに
してきた万延度本丸御殿大奥とを比較すると，障壁
画と唐紙の使い分け方の3形式と3形式の組み合わ
せ方は酷似している。しかし，嘉永度西丸御殿と万
延度本丸御殿とで同じ機能をもつ御殿を比較すると，
［絵/唐紙（鏡天井）］型，［唐紙/唐紙（鏡天井）］型
の場合，用いられている唐紙の種類は異なり砂子が
多用されている。
封建秩序に則り旧規を重んじる江戸城の場合，再
建の際には，「有形の通り」に再建するのが常であ
ったが，嘉永度西丸御殿再建にあたっては有形を省
略し手軽に再建するようにとの幕府の方針があっ
た13。張付については「総金之処，砂子」，天井に
ついては「板天井にて可相済分は格天井に不及」と
されている13。嘉永度西丸御殿で砂子が多用されて
いるのはそのためであろう。
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